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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成24年２月14日に提出いたしました第135期第３四半期（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31

日）に係る四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半

期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

１　事業等のリスク

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　

（訂正前）

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変

動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありま

せん。
　

（訂正後）

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変

動等はありません。また、当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た「事業等のリスク」からの重要な変更があった事項は以下のとおりです。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断し

たものです。

　また、以下の見出しに付された項目番号は、前事業年度の有価証券報告書における「第一部　企業情報

　第２　事業の状況　４　事業等のリスク」の項目番号に対応したものです。

　

(7)企業買収に関わるリスク

　当社は、持続的な成長のためにグローバルに事業展開し、その手段として企業買収も実施しておりま

す。世界各国における事業活動は、法令や規則の変更、政情不安、経済動向の不確実性、商慣習の相違そ

の他のリスクに直面する可能性があり、その結果当初想定した買収効果や利益が実現されない可能性

があります。また、企業買収などの投資活動にともなって取得した資産の価値が下落した場合、評価損

発生などにより、当社の業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。
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